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研究成果の概要 

映像記述のための言語の創出に向け、その基礎的な技術となりうる対照学習を利用した画像記述の学

習について研究開発を実施した。近年、同一の画像に対して各種画像処理を施し、ニューラルネットワ

ークに入力してそれらが同一の画像であることを（他の画像と比較して）見分けることにより、ニュー

ラルネットワークを学習する手法が事前学習として広く利用されている。このとき、画像中の対応する

領域（画素）を見つけ出し、それらの表現が類似するように学習することで、画像レベルではなく、画

像中のオブジェクトレベルで意味のある表現を学習できる。本研究では、画素のレベルでの対応を考え

ることにより、オブジェクトの境界をより先鋭化できることを示した。これは単語を利用して映像を記

述するアプローチにとって、オブジェクトを考慮した言語創発の一助となることが期待される。本成果

はコンピュータビジョン分野の国際会議である WACV2024 にて発表した。これに加えて、画像から言語

を創発するモデルについて初期的検討を開始した。このモデルは、画像を入力すると言語的表現を出力

するエンコーダと、言語的表現を入力するとそのベクトル表現を出力するデコーダから構成されてお

り、画像から得られるベクトル表現と言語的表現を介して得られるベクトル表現が近くなるように学

習する。これにより、画像内容を記述する言語的表現を学習により獲得する。MNISTデータセットによ

る実験では、言語的表現からの識別で 90％以上の正答率が得られており、通常のベクトル表現による

識別と比べて遜色のない性能が得られている。 
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